
―

導
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。と
樽
や
暮
起
や
日
日
起
恐
ミ
日

（終

↑
ぐ
べ
Ｖ
Ｏ
円
型
謎ヽ
博
つ
知
樽

『緯

々
感
Ｒ
』

↓
緯
執
郎
ば
想
十
』

「
緯
Щ
神
よ
』

や
望
翌
Ｇ
恐
ミ
日

。含
や
べ
や
唱
せ
出
Ｇ
ト

本
起
Ｇ
や
や
ミ
な
ぐ
離
『
せ
皿
や
好
、世

尽

へ押
牟
Ｇ
華
榊
Ｇ

（観
ド
畠
Ｈ
．いじ

∝ョ
冨
博
ｚ

。
楔
冬
経
や
円
用
や
■
照
怠
望
０
∞
な
余
る
卿
Ｇ
ぐ
電
伸
せ
榊
緯
望
で
約

へぐ
刺
相
）
と
い
望

「単
臣
、Ｇ

期
」
Ｇ
さ

へな
終
禅
Ｄ
胆
蜘
遭
好
、製
Ｇ
と
対
糸
Ｇ
や
ミ
廼
ポ
窓

Ｇ
や
懸
学
き
ま
楔
柿
　
へ楽

Ｇ
や
べ
連
卿
尽
Ｇ
単
政
）
０
瑠
や
ミ
細
撃
榊
Ｇ
さ

へ起
や
樫
く

。
や
べ
や
Ｇ
や
や
く
経
Ｖ
ぺ
埒
回
ぐ

へ）
０
円
Ｇ
Ｉ
Ｇ
冬
本
Ｇ
中
―

判
―

卜Ｇ
題
Ｇ
母
態
や
Ｇ
終
細
対
ぷ
獣
Ｇ
や
国

（糸
≡
樽
趣
円
日
や
ぺ
‐―――回
）
０
円
冬
細
撃
榊

へＷ
Ｏ
蚊
再
Ｎ
昧
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Ｇ
容
ミ
や
や
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、世

ぷ

（で
終
樽
Ｄ
糸
０

。と
樽
金
や
思
望
対
日
や
べ
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０
１
Ｇ
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簿
樽
隠
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や
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起
ぷ
獣
Ｇ
約
樽
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弧
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統
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ヽ
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卜
Ｇ
せ
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Ｇ
や
軍
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冷
政
望
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ヽ
楔
Ｇ
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日
）
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約
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金
ヽ
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牟
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牟
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０
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Ｇ
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日
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求
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０
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Ｇ
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Ｘ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｑ
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Ｇ
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＜
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Ｇ
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Ｇ
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榊
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台
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Ｗ
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榊
Ｑ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｇ
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０
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Ｇ
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Ｇ
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Ｑ
る
剣
金
終
頂
Ｇ
ぐ
碁

へ樫
唄
Ｇ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｆ
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Ｇ
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Ｓ
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Ｗ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｗ
Ｏ
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０
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Ｇ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｗ
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０
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Ｇ
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Ｇ
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。収

Ｑ
ゃ
０
０
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Ｒ
Ｃ
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憑
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Ｐ
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０
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０
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０

抱
付
ｏ
ｏ
ョ

ら
≡

日

母

岳
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潟
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縄
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］
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］
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Ｚ
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∽
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Ｓ
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と
や
０
弾
や
や
Ｇ
や
や
■
弾
性

へ剣

「糟
型
」
や
ぺ
村
円
や
■
禅
性
や
Ｇ
や
る
や
Ｄ

禅
や

（や
や
ミ
樽

。含
ゃ
■
慨
畑

〉
剣
勺

刺
日
や
獣
頃
Ｇ
ヾ
楔
神
緯
博
や
担
目
↓
博
的
にｚ

。と
や
つ
対
日
や
■
侭
空
脈
隠
Ｇ
禅
性
米
と
神
Ｇ
対
日
や
０
対

。
や
学
Ｏ
Ｇ

な
と
Ｖ
Ｄ
縦
穫

利
　
、Ｎ

代
）
Ｇ
つ
楔
０
対

な
糸

（ミ
３
母
褐
９

熙
増
連
阿
「
Ｇ
日

、担
楔
樽
飛
で
終
役

Ｏ
Ｈ

々
Ｈ

ヽ

や
Ｓ
ネ
リ
、
宮

付
宮

「！
国
Ｆ
Ｆ
Ｓ
ａ
中
ヨ
Ｓ
ミ

【】
ヽ
中
じ
●
０
‐

一
Ｓ
の
ミ

一と
、
ゃ
雨
●
■
罵
ａ

ヽ

胃

島

Ｆ
宅

宮

罵

の
‐
ｓ
含

ギ

ロ
宮

計

口

穏

評

い
慎

ド

や

の
Ｓ

Ｑ

。
や
尺
と
つ
円
昧
判
楔
ミ

約
ヨ

金
せ
）

ｏ
「
望
単
鯉
起
蛛
判
Ｇ
求
や
く
や

。
や
ミ
ゃ
Ｇ
ゃ
ゃ
や
鮒
咲
く

へ
０
べ
や
Ｇ
つ
Ｇ
媒

や
Ｇ
や

程
０
対
容
代
薫
へ

へ０
ミ
ヤ
ぐ
ゃ
Ｇ
や
楔
ミ

約
埋
撃
担
昧
判
や
ヽ
逆
包

対
日

。
ゃ
増
ゃ
Ｇ
ゃ

程
０
対
な
楽
包

利
用
い
っ
や
翌
増
ぶ

へ趣
薫
怠
Ｇ
や

へ終

や
０
対
憑
糸
ミ
怠
担
型
思ヽ
け
探

。
や
ミ
約
色
侭
）
と
縄

望

（型
朝ヽ
）
『
日
や
ミ
や
朝
壇
翌
増ヽ
ぶ

［畳
牌
―――ＩＥ
］
ゴ
余
Ｄ

Ｏ
［や
０
対
］
台
糸
翌
増ヽ
蕊

［畳
牌
距
］

壇
む
ミ
や

。
［や
０
対
］
憑
へ
熙
鰹
連
担
思ヽ
対
米

。
［や
ミ
］
終
暮
蛍
容
糸
対
日
や
■
侭
終
型
思ヽ
対
米

ゆ
白

Ｆ

ｘ

】
ミ

ミ

翌
ミ
占

軍

増

≡

い待

中嵐

‐
ヨ

〕
ｇ

鷺
。
鳴

魯

と

縄
ｏ
鳴

魯

と

翌

ヽ
８

中
ミ
３

付
増

″

じ

ｏ
ヨ

‐
ミ
日

Ｓ

【
■

ぃ
培

日

縄

浄

】

‐
ｓ

沼

ヨ

色

営

付
単

。
や
■
慨
細
や
勺
串
ａ
合
の収
】邑
モ
じ

軍
服

ｓ曾
悪
体

へ含
檀
係
ゃ

■
卿
区
逆
求
や
学
蚊
せ
単
控
連
”ョ
博
的
雨ｚ

（。い【や
べ
や
や
終
≡
よ
ば
和
期
Ｇ
村
榔
Ｇ
金
代

Ｑ
帥
さ

へ０
杯
回
望
ぺ
や
楔
Ｄ
↑
日
起
ミ
や
ミ
や
０
冬
Ｄ

。
ゃ
ミ
や
Ｇ
や
Ｇ
鮒
黙
や
蚊
せ
単

控
程
０
性
苺
逆
包

対
日

（引
本
時
べ
ゃ
Ｇ
や
Ｇ
ぷ
終
包

『
日

。
や
尺
や
相
対
日
樽
榔
れ
榔
拘

連
ミ
や
ミ
や

、）
ｏ
ヽ
逆
包

対
日
楔
Ｄ
↑
日
　
　
慨
畑
Ｇ
曖
せ
鞭
理
―
―
や
ミ
選
母
霞
ぐ
．０

。と
樽
で
や
球
担
き
服
つ
Ｇ
や
↑
と
対
奏
鼓
倖
黙
即
ぺ
Ｓ
ミ
ゃ

。と
中
０
博

１

８

１

や
つ
包
対
日
や
ぶ
賓
Ｇ
客
対
り
…

『
。と

神
０
博
や
空
包
利
用

。
や
べ
や
Ｇ
楔
と
謡
逆
金
瑠
Ｇ
駅
弧
』

ド

に
ざ

ミ

ロ

博

β

日

■

一
旧

罵

出

８

一
評

円
退

嵐

０
３

ど

ｏ
葛

潟

占

碍

一
嵐

鷺
一
へ
鷺
モ

瑠

嵐

日

指
Ｆ
ａ
一へｏ
一
ミ

ｏ
宮
【二

付
ａ
Ｏ
●
日

Ｆ
ま

串
ａ
一
ｏ
Ｔ
Ｏ
泊
ａ
ｇ
ｏ
Ｓ
日
ヽ
電

円
付
０
ま

や
滝
。
一
ｏ
，
一
粕
ａ
官
ｏ
Ｆ
電

‥

…

。
ヽ

〇
一

一
押
】
Ｓ
ａ

円
Ｏ
Ｆ
Ｈ
Ｆ
【
ミ
ａ

円
ｏ
口
一

』
国
ａ

Ｆ
Ｏ
●
一
Ｆ

ミ

０
宮

【や
、

電
ａ

円
ｏ
▼
一

コ
一

電
べ
０

ヽ
宮

Ｏ
Ｓ
当

０
一

。と
禅
や
恵
凶
や
く
勺

対
日
歯
起
遭
黙
即

。と
神
や
京
凶
樽
く
灼
『
黙
理
担
望
国
舘

Ｏ
Ｈ
‐ヽ
イ
Ｘ
）
【
】営
ざ
【
ミ
宮
】『↑
いヽ０
０マイ
】ゃり付
円
【ｏ宮
抱
出
ゃＮ泊
内の
所
「
〕リ
ミあ
リミ宮
馬＞
迫
電
【”Ｆ

ヽ

α
日
弱
キ
付
の
ｏ
〕
ｔ
ィ
【ゃ
の
付

０
「０
【
一
「
ド

ゃ
時
宮
雨
Ｓ
Ｌ
月
日

付
ふ
の
Ｑ
】
馬
の
こ
軒
ヽ
の
　
電
宮

。
々
と
）
と
思
や
翌
くヽ

［
つ
］
田
「
Ｇ
日

、
金
縄
Ｖ

と
思
抱
迎
くヽ
担
Ｒ
思

。Ｇ
や
Ｖ
Ｏ
対
翌
くヽ

［
つ
］
肛
「
Ｇ
日
抱
く
や

卜Ｇ
や
Ｑ
や
）
０
対
翌
くヽ
続
栄
思

ｃ
Ｈ
占
申文
υ
【
障
せ
ミ

ミ

ゃｓ
的
母
い
許
網
一
】
Ｆ
馬
＞
Ｎ
ヨ
一
●
＞
り
骨
口

〇
＞
Ｎ
Ｆ
一
ミ
＞
２
３
Ｈ

Ｏ
やミ
叩
鳴
ｈ中電
や

■

軌

ミ

酔
母

一
日
毎
偽

〓
鳴

あ

‐中軍

鷺
烏

一
鳴

ぁ

Ｌ
駄

ｏ
や品

里

ゃＳ

。３
↑
や
べ
や
や
母
日
↑
と
対
　
へ贈

樽

円
神
巡
”
柏
Ｇ
や
終
押
拒

へ包
ぺ
革

金
さ
や
る
な
余
担
Ｇ
ミ
や
ミ
や

へ
〉
禅
担
や
Ｇ
樽
Ｇ
や

楔
ミ
選
士
糸

〉
楔
Ｑ
榔
望
≡
田
終
昧
判
Ｇ
副
賦
母
礁
判
Ｇ
ぐ
判

〔担
ミ
や

。３
牟
ヽ
拘
や
後

円
日
↑
る
対
役
昧
判
Ｇ
駅
賦
終
礁
判
る
樽
Ｄ
く
や
包
円
日

へ連
や
ぷ
授
ゃ
べ

へや
や
樽
■

。収
Ｑ
神
望
斌
句
や
堅
Ｇ
謡
忌
担
楔
や
ミ
刺
　
、時

代

や
維
隠

、〉
や
つ
対
り
や
ミ
で
ぺ
嘗
ゃ
機
胆

ベミ
翌
想
余
遵
錬
倖
弱
費
や
ミ
で
ど
い
遵
や
連
題
判
Ｇ
日

困
Ｈ
いヽ

ヽ

，

ョ
か
指

？
目
母
虫

雨
将
＞
ミ
Ｈ
Ｏ
酔
ュ
ぃ
３

」
訂
■

一
付
的
二

計
Ｓ
宮
暢

ヽ
日
Ｓ
ｉ
ミ
≡
ミ
潟
〓
馬
円
甲
的
馬
＞
酔
Ｓ
単
胃
Ｅ
帽
ヽ
キ
矛
】
雨
【
付
ヽ
ひ
ヨ

。
や
べ
や
遵
蝉
Ｇ
球
弧
粂
ミ
用
　
、と

や
つ
や
ヽ
れ
柄
約
粂
き
肛

ヘミ
縦

や
眠
せ
単
控

、
〉
や
利
用
や
ミ
約
ギ
準
ぶ
Ｖ
ｏ
ヽ
逆
翌
碁
蕊

［雷
牌
Ｍ
］

へや
維
賠

べ牛
ヤ
対
畦
申
せ

ｏ
占

目

＞

Ｘ

も
出

ド

ヽ

■
日

単

ｃ
ひ

鳴

【
付
ふ
の
電
＞
ギ

Ｓ

や
Ｓ

Ｏ

Ｆ
馬
卓

葛

Ｑ
呂

増

ミ

Ｆ
馬

３

Ｓ

増

崎

Ｅ

ヽ
一
Ｆ
ゃ
≡
Ｏ
Ｅ
雨
ａ
ミ
】
ａ
ミ

抱
潟
ｏ
頂
付
ａ
ｓ
】
ａ

【ど
、
中
宮
Ｎ
〕

【！
串
ら
Ｇ
ふ
や
ヽ
】
〔
‥
Ｑ
】
国
Ｏ
Ｓ

。
せ
て
瑠
望
↑
ヽ
Ｇ

点
連

、ョ
冨
的
Ｎ
ｚ
や
蛛
判
Ｇ
球
斌
楔
Ｄ

牟
Ｗ

。
や
く
や
Ｇ
や
楔
Ｄ
襲
捜
伸
包

剰
日
迎
蛛
判
Ｇ

金
刺
約
）
０
長

、後

や
べ
や
Ｇ
や
楔
０
や
ミ
望
包

刺
日
担
Ｇ

牟
る
円
昧
判
Ｇ
ぐ
判

へ楔
ヽ

。と
や
ミ
想
せ
連
黙
即

、各
ミ
ど
串
０
州

耐
せ
き
鞭
Ｇ
肛
唱

。と
や

［尺
］
ミ
余
謡
廼
き
拒
Ｑ
柾
は

、空
ミ
士
や
お
尊
望
理
蜘ヽ
鮭
距

［Ｑ
題
判
］

ｏ
ギ
＞
毘
貿

】
ミ

ミ
ｏ
電
浄
目
的
週
一
Ｓ宮
辞
ュ
悶
こ
増

電浄
目
脚
増
毎
日
増
や潟
日
付
常
ａ

ヽ

Ｏ
ゃ
Ｓ
、
し
０
０

Ｇ
宮

〇
ヨ
■
月
消
日
、
当
∞
ａ

ヽ
ら
せ
頂
〕
Ｎ
宮
Ｑ

【】
母
「
ヽ
ヨ
ヽ
，
電
ふ
＞

。ａ
や
■
悪
胆
包
Ｄ
包
０
空

ョ゙
博
博
ｚ
や
〕
↓蛛
堅
Ｇ
包

剣
日

へ包
円
日
Ｇ
）
０
円

竪
Ｒ

（楔
Ｄ
６
や

。と
樽
ぺ
や
や
れ
な
嬰
望
部
持

↑
と
刺
包

剰
日
　
へ連

望

〉
謡
Ｎ
駅
弧
Ｇ
金

剰
約
望
ミ
や
く
や
そ
導
起
と
や
べ

へ
０
収
０
州
耐
逆
駅
賦
Ｇ
金
円
約
終
求
や
ミ
ミ
Ｇ
ぐ
判
Ｄ

糸
０

。８
や
飛
や
翠
ド
に
つ
刺
日
〉
謡
や
副
駅
望
料
収
相
　
ふ０

や
べ
や
翠
庁
く
趣
剣
日
や
憲

Ｎ
Ｇ
や
Ｇ
や
副
賦
）
０
ヽ
逆
包
円
日

（引
本
や
べ
ゃ
Ｇ
つ
Ｇ
媒
終
色

対
日

〔Ｖ
Ｇ
粂
楔
Ｄ
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饂

―

。
や
増
や
細
壇
博
や
株
学
博
や
楔
０
対
で
冬
対
せ
球
却

図
Ｋ

。
と
や
０
博
や
つ
博
や
米
担
望

［肛
「
］
Ｇ
日
　
へ牛

ヤ
博
性

［
つ
博
や
］
や
く
勺
担
）
０
『
苺
駅

卜
ｃ

の
の

ヽ

「
想

ぃ

ミ
ａ

増
ｏ
あ

一
ｏ
日

の
Ｏ
Ｆ
一

●
田
一

の
０

も

ヽ

二

ｓ
ａ

の
Ｏ
、
ヨ
の

の
母

宮
Ｏ
ふ
単
】

，
Ｇ
円

ご

臨

】

ミ

一
０
日

，
電
ヽ
０
一
ｏ
日

ｏ
ａ
り
，
増

週

増
ヽ
ミ

一
ｏ
日

増
ロ
ト
ヽ
評

召

の
工
的

這
ぶ
０
●
ミ
常

。
せ
る
）
０
実

、わ
Ｇ
や
Ｇ
や
製
対

へや
Ｇ
や
や
べ
Ｇ

い
０
対

［些
約
村
ぐ
］
尺
Ｏ
く
や

。
や
二
）
０
英
担
）
０
『
せ
ば

、卓
や
ミ
ヤ
連
Ｇ
つ
せ
０
対
Ｖ
Ｇ
畦

ｏ
ギ

ロ

＞

障
苺

ヽ

ミ

付
ｏ

ｓ
，
ｏ

抱
ゃ
潟

３

ョ

Ｅ

Ｓ

Ｆ
馬
り

ヽ
ｏ

酔

目

網

日

付
ふ
円
付
３

ヨ

一
Ｎ
日

の
運

ヽ
車
付
中
伺
＞
馬
Ｆ
Ｏ
ミ
＞
の

一浄
「国
中
宮
馬
Ｆ
０

０
回
や

や
Ｓ
中

や
付
＞
ミ
≡
０

一
ミ
ト

一
ミ
虫
一
ミ
ら
や
い
や
付
】
ａ

。
や
ミ
終
謡
担
望
卜
本

へ終

剰
日
牟
≡
『
と
樽
壇
冬
賦
望
Ｇ
や
程
０
製
軽

。
や
べ
や
Ｇ
つ

や
や
思

金
騨
望
妊
牛
楔
や
や
や
ば
Ｇ
無
回
つ
ミ
牛
≡

（担
墨
師

や
■
ぷ
理
や
昧
判
Ｇ
日
や
飛

望
軽
区
や
単

へ楔
ミ

約
熙
鰹
ミ

拘
ぷ
照
や
包

円
日
　
　
投
畑
Ｇ
舘
皿
字
冬
駅
―

翌
血

雛
口０

だ
↑
ぐ
役
や
樽
望
対
日
］
や
卜
ｋ
本
和
理
知ヽ
牌
――――口
や
ｅ
な
や

Ｇ
題
判
壇
楔
樽
べ

、包
容
樽
や
■
ｋ
本
抱

（迎
鮒ヽ
）
対
日
時
代
や
期
や
や
や
■
瑠
鴫
終
楔
や
ベ

ヘ楔
朽

０
∞
ｉｂ
白
】ん
メ
超
ぐ
台
ミ
ｏ
の
Ｃ
ｒ
一
配
０
や
、
高
ａ
【≡
雨
中付
ふ
０
い
も
【，
Ｇ
一
Ｎ
島
〕ョ
ｏ
「電
の
１『
ふ
世
，
付
】
ａ
や『
ふ

ヽ
Ｏ
り付
●
０
雨
０
や
付
】ａ
Ｓ
に
出
や
「，
ｓ
「
ミ
ｏ
ＯＬ
】中
抱
ω〓
ヽ
＞
゛
卜
，
キ
】
〕の
‐Ｓ
Ｌヽ
雨
の

。
や
く
や
Ｇ
と
樽
ぺ
や
や
拘
ミ
と
）
ぐ
離
起
ミ
ヤ

ヘ）
０
円
軽
い

や
団
‘
剥
弧
終
求
や
ミ

や
Ｇ
ぐ
判
０
冬
Ｄ

。
る
樽
焔
■
望
Ｇ
や
楔
ミ
糸
謡
望
媒
）
ｏ
「
逆
包

句
日
ぺ
約
や
製
軽
Ｇ
日

へ終

冷
ヽ
鞄
や

や
円
日
↑
る
円
　
へや

べ
や

「製
蛭
」
旧
―
担
『

「鮒
」

へ〕
↓用
】
Ｇ
終
楔
Ｄ

合
ギ
＞
自Ｘ
ｘ
）
ガ
か
神
０
弾
性
わ
Ｖ
Ｏ
円
Ｇ
や
や
牟
ヽ
Ｇ
勺
　
、楔

相

や

（Ｎ
）
Ｇ
や
る
中
や
鮒

へ尺
Ｏ
ミ
ヤ

ヘ憑
余
二
や
０
博
や
つ
Ｇ
つ
樽
↑
「
Ｇ
勺
　
、空

（Ｎ
）
Ｇ
や
や

０
対
逆
つ
対
や
る
苺
憑
嶋

（
６
毬
ギ
と
も
Ｏ

ガ
♪
樽
せ
樽
終
壇
望
廻
〓
空
ミ
や

、
金
ミ
や
Ｇ
ゃ
楔
ミ
終

緯
せ
尊
）
ｏ
ミ
連

（翌
鮒ヽ
）
ミ
や

。無
営
連
ミ
や
ミ
食
対
役

（翌
細ヽ
）
却
り
や
増
や
鮒
巾
ミ
や

、製
噴

ｏ
Ｈ
赳
百

Ｘ
Ｘ

】
時

一ヽ

ミ

Ｏ
潟

、
口

＞

付
宮

Ｅ

ｏ
ｗ
付
】

車
Ｆ

Ｓ

国
〓
専

■

へ
ｏ
挙

‐
ヨ

〕
付

円
に
日

の
Ｓ

高

日

脅
】

ヽ
ｏ
電

どヽ

下

ヽ
日

Ｅ

ｏ
ｗ
ｓ
単

一
田
言

常

≡
０

９

ョ

、
３

ョ
日

弱
の

付
掛
鳴

付
片

Ｆ

曽

ｉ
Ｌ

野

越

ミ

ミ

馬
日
嵐

弓

付
宮

ド

場

電
〓

電
と

ヽ
待

穏

３
Ｆ
抱

魯

唱
官

ａ
場

ヽ
ｏ
塙

日
の
鴬

ｏ
ミ
と

酔
嘔

酔
Ｎ
中ミ
浄

暢

青

穏

３
言

為
の
‐ま

ば

ヽ
と

書

あ

。
無
営

母

「鮒
」
担

、
ョ
博
博
ｚ

（や
謹
楽

Ｇ

「製
瞳
」
Ｇ
日
）
Ｏ
Ｗ

。■
相
ぺ
抱
Ｑ
や
Ｇ
柾
は

、
ｓ
思
抱
Ｇ
つ
Ｇ
や
導

へ担
く
や
は
〉
０
円
や
ミ
リ

。■
や

［ぺ
慕
］
と
熊
Ｇ
さ
服
）
〉
０
な
包
■
や
や
会
や
Ｇ
拒
Ｑ
ぺ
謡
Ｇ

（導
）
や
軍
業

、担
瑠
畦
Ｇ
日

へ
Ｈ
Ｈ

増
の

ヽ

≡
ｏ
Ｆ
ゃ
日

的
ｏ
●
ｏ
日

脅
Ｓ
営
目

の
ｓ
ａ

的
ｔ

一
嘔

ｏ
円

の
ミ
観

】

の
，
Ｓ
の

ヽ

の
〇
一

付
一

Ｆ
９
お
日

的
Ｇ
一

，
付
ふ

咽

毎

へ
の
も

，
電
的

ミ

Ｏ
中
の

ｏ
ｇ

Ｏ
ｓ
Ｎ

付
ａ

の
ｏ
ｏ
的

二
■

一
付
Ｎ
一
日

輸

増
ヨ
の
的

ミ

ニ

ｏ
一

電
ふ
Ｗ

増

ヽ
増
ョ
ふ
や

蔦

０

再
】
や

逼

ｏ

ｓ
ｏ
甘

。
や
ミ
和
『
役
ぺ
慕
Ｇ
ＩＥＥ
幡
廼
揮
製
Ｇ

「製
軽
」
楔
Ｄ
牟
日

。と
樽
焔
■
望

Ｇ
や
樽
畳
や
ミ
問
騨

（や
↑
ヽ
↑
≡
剣
や
■
電

や
Ｒ
翌
包
ミ
ミ
張
粂
Ｒ
Ｉ
）
Ｇ
べ
望
基
駆
樽

畳
世
匝

↑
る
円
や
や
約
料
電
や
る
問
終
曇
川

へ担
や
Ｇ
や
樽
観
女
翠

へ０
や
ミ
つ
『
日
や
樽

剣
図
Ｋ
連
逆
拘
対
Ｇ
Ｒ
終
Ｇ
や
楔
Ｇ
ミ
や
咲
鯉
純
母
や
べ

へ包
ぺ
と
や
昧
翌
刺
図
思

。と
樽

―

困
ゆ

―

ぺ
金
べ
連
や
Ｇ
や
樽
畳
枚
翌
や
な
く
日
】
Ｇ
終
程
０

。
や
べ
や
ぶ
長
Ｇ
蚊
せ
単
埋

ｓ
ミ
や
ぶ

預
Ｇ
笹

母
日
つ
く
牛
≡

へ趣
Ｇ
や
や
べ
逆
軽
区
樽
置
煮
雫
連
と
や
べ
軽
巫
味
図
程
０
冷
日

（熙
牟
ヽ
べ
る
母
せ
る
や
く
知

や
な
や
勺
　
へや

刺
用
や
「

約
州
侭
伸
≡
川
終
る
問
】
Ｄ
や
ミ

【つ
母
日
や
０
対
や
ミ

（畦
『
図
）
図
Ｋ
置
ヽ
高
刺
図
蟹

へ神
↑
ヽ
収
冬
望
料
担
な
く
日

（や

「
母
日
や
０
対
逆
つ
『
】
ｏ
軽
」
包
ヤ
蔦

ｓ
縄
勾
捕
腿
廼

「
製

軽

」

。
や
く

な

る

蚊

終

艇

Ｇ

勺

樽

盆

合
や嵐

員

や弱
嵐

酔
い
ｏ
ギ

ヘ嵐

嘔
も

紀

８

登

】
冶
欧

電

評

一

電
し

「
翌
終
求
回
当
」

へ（ヽ

令
岩
の
出
ｏ
ａ
に

、‐の
出
ｏ
魯

）

「
楔

０

や

軽

」

オ
点
合
＞
串
≡
０
一
Ｃ
ふ
『
ぉ
ぼ
ａ

ボ
博
卓
申
“【毎
の

‐嵐

弱
お
Ｓ
ａ
　

さ
て

持

む
”
嵐

　

へ母

に
３
ｃ
ネ
ば

ぽ
ａ
　

ヘド

増

や
‥ま

ば

母
ａ
　

さ
ヤ
嵐

ば

い
嵐

）

「
報

０

¶

》

Ｑ
軽

」

、（いい
（
嵐

虫

やミ
嵐

ボ
ネ
毬

『
嵐

）

「
》

ｏ
軽

」

（へ
寸『
（
弱
目

的
３
言
罵

り
‐ま

ば

習
ａ

卜Ｓ

Ｎ
３
淳
Ｅ
羽

為
ふ
ば

『
】
９

「
捜

鴫

」

や

ミ

『

や

利

点

牛

る

Ｇ

翌

預ヽ

騨

、軽

区

熙

図

連

や

ま

ぶ

な

ミ

日

。盆
や
べ
終
壇
耐
Ｇ
勺
樽

（ｏｏ
【尽

鳴
０

中
母
慕

へＧ
Ｈ
へ呂

り式
づ
卜占
式
戦
直
＝

一暢
）
翌
母
皿
　
へぐ

∞
く

ぉ
慧
）
榊
梁
峰
円
尺
峰

へ命
＝
へ斜

く

、零

ボ
寸
占
マ、じ

熙
母
叫

パ
ぷ
‥と

民
照
）
熙
預
母
担
韓
択
撻

、冬

百
単
二
導

さ
や
さ
い
ぃ景
留
滝
嵐

さ
耐
日
目
０

恭
預
Ｇ

龍
篠
円
綻
稚

へ合
崎
（品

く

、畳

報

ド
崎
毬

いま
悩
呂
二

さ
宮
雨二
Ｔ
じ

ぷ
孜
Ｇ
綻
思
刺
綻
鼠

パ
観

的
〕

濃
迎
対
尽

ふ（目

協

ヾ
＝
，者
、斜

吉
Ｈ
歯

ド
ダ
材

一嵐
の電
【
へ爵
矛
出じ

Ｇ
や
や
く

な
ど
仲
遵
や
円
巡
控

へ合
Ｈ
拘者
ボ
換
じ

神
『
無

へ合
＝
お

ヾ
ト
ヘ８

ド
崎
、観

単
じ

蛛
玉
判

―
匝

へＧ
∞
へ習

く

へ曽

で
＜
へＦ

占
民
照
【斜

ざ
∽
〕

蕊
刺
―
趣
や
せ
榊
Ｇ
翌
Ｇ
や

。Ｓ
や

く

な
告
細
終
悪
Ｇ
灼
樽

（月
洋
呂
じ

導

剣
金
母
約
　
へ含

Ｈ
へ貴

出
買
じ

難
く

『
最

へぐ

‐基
）
根
軽
剰
＜

へ翁
Ｈ出
Ｆ
）
神
尺
峰
刺
梁
峰
空
や
当
ミ

ギ
↓》
と
い
逆
軽
区
や
畳
按
雫

。盆
や
く
な
く
径
鳴
耐
Ｑ
勾
樽

（や
りＳ

ヽ
便
日
母
杖

へＧ

ボ
の
じ

冬
瞑
母
冊
探

倖
棋
ぷ

へ合
増
材
）
図
Ｋ
Ｇ
ゃ
円
瞑
四
弧

へ（揺

ド
控
材
）
咲
翌
剣
黙
母
狸
思

へＧ
崎
洋
Ｈ
民
ｑ

へ留

｛材
）
博

剣
黙
担
ゃ
翌
Ｇ
や

。
や
ミ

憑
恋
終
瑠
耐
Ｇ
軽
区
味
図
や
望
▼
Ｈ
戦
略
倖
宮
ギ
８
＝

い羽

↑
盛

Ｎ
製
軽
拭

――
十
遭
増

Ｅ

。
貧
や
ミ
終
枢

望
や

〓
抱
冊
縄
無

楔
０
無
や

や
製
軽

釈
――
十
勺
ミ
士
≡
樽
な
楔
珊
ば
起
壇
耐
Ｇ

〉
ぶ

金
柿
ミ
起
遭
樟
置
、
へＷ

Ｏ
区
望
軽
題
昧
図

。
や
べ
や
や
軽
区
賓
雫
樽
畳
世
匝

へ
金
ぐ
や
や
軽
区
咲
図
樽
↑
ヽ
Ｇ
映
翌
『
図
Ｋ
連
ミ
や

。
や

■
料
ば
）
ぐ
０
連
）
Ｑ
瞳
遭
る
川

へ
〉
樽
や
ど
や
や
■
博
や
や
皿
恵
求
や

へ連
尽
師
楔
ミ

約

単
鯉

（ミ

約
ヨ

ｏ
Ｓ
な
冬
蛛
判
）
０
ヽ
望
包

円
日

　

（骨
翌
預ヽ
理
対
雌
極
昧
図
―

廻
蜂

ｏ

。
や
や
せ
ぐ
帥
縄
壇
楔
や
べ
抱
＜
↑
と
↑
や

、Ｇ
つ
や
拠
黙
や
ぺ
約
望
（望
朝ヽ
）

求
や

。
や
ぐ
や
Ｇ
や
Ｇ
ぐ
求
や
■
電
や

（国３
運
野
いこ

聖
増
や
魯
想
ミ

ト担
ぺ
謡
Ｃ
は
「
冷
と
利
迎
鮒ヽ

寒

も

ミ

■

弓

馬
の
ド

『
た

の
嶺

母

中
の
Ｓ

Ｎ
軌

二
付
一博

めの
Ｓ

駄

の
ま



―

温

―

ヽ
一，
一
】
Ｆ
付
０
コヽ
母
め
「
【
●
雨
円
付
０
「０
【
ミ
●
毎
０
電
一
Ｑ
当
ｓａ
≡
、
お
り
的
付
】
的
「Ｎ
●
ミ
的

（コ
癌
壇
一
ヽ
十
卜
）
Ｇ
高占
５
Ｃ
き
じ

。
時
と
Ｖ
と
よ
Ｎ
里
くヽ

［や
］
臣
「
Ｇ
り
　
、金

報
）

と
く
や
型
くヽ
空
栄
Ｒ

。Ｇ
つ
）
０
対
翌
く

［っ
］
霞
判
Ｇ
日
や
ミ
ヤ

．Ｇ
つ
Ｑ
つ
Ｖ
Ｄ
対
堂
くヽ
４
栄
思

。
時
代
や
０
匝

や

「
導
」
坦
や
収

↑
と

円
る
樽
終
冬
妹

（Ｗ
Ｏ
Ｗ

。
対
　
、や

ミ
や
０
匝
対
遭
Ｑ
ふ
小
く

、饗
慮
回

、郎

、Ｒ

、
〉
無
べ

、運

。翌
Ｑ
や
逆
拘
謡
報

、ヽ
神
蝕

、担
楔
樽
埒
『
　
、母

ミ
や
Ｇ
つ
と
や
Ｇ
せ
球
担
勺
神
ド
ロ

∞
出
りぎ、
き、重ＮＣ彗∞の‐】
電コ
ミ単
‐「。中Ｈ料目
‐ミ「≡０付ふ円ｏ】‐ミ一
ョ
０円ョ
０
‐ミ自
〇一
ａ

ヽ
耐

暢

里

ミ
と

旨

湯

宙

３

坦

，

目

日

は
も

慎

軍

中

の
ド

ど

鳴

あ

言

】

。
ａ
や
く
な
る
蚊

〉
ヽ
終
勺
樽

「煮
告
刺
」

、「も
さ
」

、「饗

慮
凹
」

、「持
Ｇ
卜
体
ぺ
億
卜
へ
」

（「恐
」

、「
Ｒ
」
Ｖ
Ｏ
円
ぺ
寧
Ｇ
却
日
≡
樽
終
せ
駅
楔
榔

。
岱

〉
ｅ
ｗ
ミ

な
ど
仲
咲
せ
）
０
円

「ギ
難
――
壇
く
」

剣
や
樽
逆
県
朴
維
響
峰
Ｓ
鯖
Ｇ
や
Ｇ

へ担
ギ
難
母

用
ギ
難
＜
程
０

↑
日

。楔
Ｑ
学
０
０
縄
担
楔
や
く
対
　
、や

ミ
や
対
く
壇

）
０
対
ポ
駅
Ｖ
Ｄ
や

。
せ
る
）
０
だ
暉
担
）
０
剰
翌
くヽ

、０
対
望
帥
悌
『
つ
句
や
担
尽
師
純
尺
Ｏ
求
ゃ

ヽ

く

ヽ

さ

や
将

Ｒ

口
と

鷲

Ｆ

母

ヨ

穏

日

の
軍

畳

０
と

や
Ｓ

Ｓ

溜

目

国
３

呂

ミ

ヽ

車
雨
中
汁
＞
Ｌ
増
日

付
Ｏ

Ｓ
Ｓ
Ｏ
，
馬
≡
Ｏ
Ｓ
＞
の

車
Ｎ
ゃ
ヽ
い
↑
軒
ヽ
ロ
ョ
Ｎ
の

ヽ
＞
Ｏ

”
雨
０
雨

。楔
Ｇ
樽
逆
約
枢
縄
Ｖ
９
ヽ
望
Ｒ
Ｇ
や
練
逆
ミ
く
や
べ
破
Ｒ

べ望
摘
相
Ｇ
や

、望

金
瑠
慨
ミ
約
獣
副
で
皿
対

（嵐
日
ミ
退
ョ
昌
畳
じ

と
や
そ
帯
皿
連
逆
さ
肺
）
と
報
望
眠
ｋ
粂
楔
樽
代

Ｑ
く

ヽ

高
〕
ド

‐日

日

畳

青

占

３

ｓ
Ｅ
中弓

Ｒ

も

Ｓ

守
Ｑ
暢

増

酔
付
も

下

ヽ
Ｎ
宮
震
Ｓ
馬
日
ミ
ふ
日
鳶
泊
付
宮
為
日
肖
ヨ
》
宮
内
卜
馬
Ｆ
。
日

馬
ネ
ヽ
こ

Ｎ
Ｓ
、
ふ

。■
や
拘
て
や
思
対
や
べ
）
則
楔
ヽ
つ

（標
）
朕
隠
憶
増
Ｇ
０

国
Ｇ
ｓ
ば

、望
増
匝

。
［楔
ミ
余
謡
刺
］

ガ
，
神
担
や
Ｇ
や
ミ
終
ド
ロ
望
ミ
や
Ｇ
答
皿

（
〉
や
廷
ゃ
Ｇ
ゃ

代
終
ギ
皿
望
余
や
Ｇ
ド
ロ

ヘ
〉
樽
担
ゃ
Ｇ
Ｇ
や
や
さ
ｄ
空
博
田

、ミ
糸
謡
円

へる
神
担
や
ギ
皿
壇
さ
迎

Ｏ
寸
Ｈ
∽
ミ
ゼ臨
０
り的
ｏ〓
，
ｇ
り
唱
出
弱
や
、日
的
付Ｓ
Ｏ
ａ
長
〓
ａ
ミ
，
〕
Ｓ
Ｎつ
。一
翌
の丹
酌
「】
の的
，
Ｎ的
母
的
Ｎ一
〇

ヽ
こ一泊【
の付。勘一的
ミ一
０

一ヽ
の的
ョ
Ｎ的
日Ｑ一
「
「
Ｈ
，
電円
り的
，
Ｎ的
ヽ
的
ミ一
Ｏ
Ｏ
ゃ
り，
ｐ
り的
のＯ
Ｎ
α■
め
、日
的
Ｑ一
０
一月【
の的
ョ
Ｎ的

。
や
ミ
ミ
と
対

（付潟
日
七
日のじ

る
品
一ヽそ
ミ
や

。
［
や
日
製
］
粂

令
潟
葛
）
拠
杯

冷
る
対

（目
的鳴
）
「超
」
な
糸
約
余
距

へ拘
利
時
代
終
縛
服
や
■
拠
杯
逆
鯉
田
憑
ミ
日

骨

‐＞

ミ
噌

ミ

■

ゃ営

唱

ヨ
呂

馬
日
‥帽

ｐ

８

３
料
Ｒ
葛

や
「
日
田
鳴

穏

ヨ
ｏ
日

ヽ

コ
の
Ｓ
Ｏ
い
、
ａ

ョ
び
ｏ
ゃ
ｏ

＞
ぃ
０
ヨ
一
宮
ヽ
単
の

，
ぃ
。
ｒ
，
Ｆ
Ｓ
の
１
『
Ｓ
雨
一
雨
ａ
ョ

円
付
ネ

。会
↑
や
べ
や
や
０
対
終
拠
係
Ｇ
ィ
ギ
皿
）
０
↑
勺
　
、Ｖ

二
報
望
＜
Ｇ
や
約
句
Ｇ
や

、恋
樽
ゃ
鼠
終
や
や
べ
望
↑
ヽ
Ｇ
や

、用
る
０
け
望
黙
即
迪
蝉
や
や
ｅ
で
ベ

∞
高
の
∽
ミ

】
虫
輌
ヽ
】
０
つ
一
ヨ
ふ
０
ヘ
ョ
中
Ｓ
ョ
】
Ｅ
Ｒ
０
１
潤
電

ミ

】宮
つ
付
卓

】「
『
一
ｏ
一
ｏ
一
の
中
０
一

ミ

付
ａ

の
ｏ
〕

日

ミ
日

の
輸

，
ｓ
的

為

】

ｏ
一

ミ

滝

ａ

の
増
ヨ
●
密

こ

の
ヽ
Ｆ

日

悩

ミ
ふ
日

宮
ヨ
■

の
Ｏ
，
一

ミ
尽
剰
り
Ｎ
Ｇ
鯉
や
櫓
ネ
各
本
悪

卜対
樽
ネ
柊

。０
球
忘
ギ

〉
難
ギ
望
や
■
軽
円
や
母
維

∞樹

り
的
樽
ネ
煮
本
悪

終
よ
響
尽
柊

忘
ギ
難
ギ
草

英
植
煮
蕊
円

０
イ
■
縦
組
）
ｓ
想
逆
壇
担
探
恩
Ｇ
緯
や
や
忘

。牛
邸
抱
『
約
難
忘
ミ
ギ
担
Ｄ
撫
対
や
樽
荘
難
Ｇ
求
無

韻

り
特
舘
無
に
想
壇

氷
恩
緯
や
忘

忘
ギ
ギ
単
鞭

ポ
車
尺
終
蕊

―

ぶ

―

…
…

。
さ
余
役
Ｇ
と
神
０
蝉
や
ヽ
一苺
く
や
せ
型
お
糸
と
や
０
翠
や
）
０
対
苺
皿

卜や
Ｇ
冷
と
対

。
な
余
役
Ｇ
や
や
■
難

。
と
や
連
や
■
理
担
ギ
皿
…
…

『
。
と
や
０
料
侭
担
ギ
皿
』
…
…

ｏ
や

〔単
一

…
‥
‥

ヽ
ｏ
Ｓ

這
伝

Ｃ
ａ

一
ｏ
日

〕
帽

０
一

ｏ
≡

【ヽ
田
ａ

的
Ｑ
村

の
電
ａ

一
０
日

の
二
営

０
相

一日
】
消

冷ヽ卓
ａ

島

一潟
的

ミ

ｏ
】

指

内Ｓ
ａ

二
出

可
帽

付
ａ

的
付
〓

】
日

ヽ
ｏ
や
Ｅ
ｈ

田
日

付
ａ

的
ヽ
村

〓

的
ヽ
一
０

‥
…
…

ミ

Ｏ
Ｓ

Ｆ
二

付
日

召

付
〔

Ｏ
Ｆ
軌

ヽ
的
Ｑ
一
一

…
…
…

。
や
く
ミ
謡
終

母
用
↑
る
対
二
樽
起
や
く
樽
↑

ヽ
Ｇ
ギ

つ
望
壇

〉
頂
起
望
で
約
　
へ円

日
と
禅
終
寒
く

牟
る
剰
ギ
望
＜

へや
や
串
■

。３
や
ミ

約
や
や
根
綿
Ｇ

「
省
目
縄
）
ギ
皿
」
や
べ
や
や
聾
Ｇ
想
糸
憔
相
生
卜
や
望
難

、終
や
く
ミ
枢

望
や
〓
役

刺
日
≡
樽
終
冬
球
遭

「壇
」
や
や
樽
■
様
隠
や
■
侭
控
Ｎ
昧
判

↑

ヽ

Ｇ

日

。
や
■
製
陶
や
さ
駅
Ｇ
勾
樽

（留

慧
）
最

へぐ
戦
じ

咲
鰹
『
図
К

へＧ
ｏ
革
じ

獣
稚

（Ｇ
や
ぶ

へ（卜
）ヽ

じ

榔

へぐ
増
暢
）
翠
や

卜合
い

占
Ｆ
照
ボ
Ｔ
Ｅ
用Ｆ

地
ゞ
）
梁
峰

Ａぐ

ボ
慧

ド
‐
＝
‐」

】
ミ
）
（騨
田
）
様
隠
侭
鰹
Ｇ
ぺ
々

六
？
Ｈ
，日

驚
ミ
）
担
難
斌
使

、６
困
品
出

】
ミ
）

刺
日

「
せ
ヽ
」

（（＝
キ
沼

、目
品
占
遵
Ｓ

（軽
図
）
せ
蝶
，
図
Ｋ
連
望
置
寒
味

。
収
Ｇ
≡
】
０
投
紳

〉
『
勺

母
日
や
冬
ポ
Ｇ
な
く
や

へ０
根
陶
抱
瞥
輯

へぐ
零
楔
ミ

約
ヨ

金
撃
》
０
逆

や
ヽ
Ｇ
や

、倖
代

金
学
時
■
獣
副
）
０
薫

凶

金
楔
０
点
凶
望

冷
ヽ
Ｇ
日
Ｎ
殊
判
担

目
Ｆ
博
的
雨
ｚ

。
楔
ｏ
と
Ｗ
Ｏ
投
票

伸
朕
隠
Ｇ
灼
や
壇

田
十
押
蝉
田
）
０
は
凶
や
ヽ
望
蝉
対
Ｇ
く
幡

へ０
塔
点
や
さ
帥

や
■
侭
埋
伸
昧
判
起
や
楔
神

経
禅
悼
想
ミ

日

。
や
ミ
ミ
と
円
神
朴
紳
厳
ぺ
億
御
卜
Ｇ
Ｅ
謡
運

へ学
県
朴
Ｇ
ま
本
慕
導
Ｇ
勺

樽
県
朴

景
娯
ｚ

（県
朴

遥

のｏ
瑠
＞

へ煤
朴

嵐
【軍
“馬
の
連
Ｇ
や
樽
刺
神
経
費
Ｇ

営
↓
博
的
にｚ

。楔
Ｑ
学
０
ぃ
報
空
楔
や
べ
刺
　
べる

や
０
博
や
連
弱
賓
Ｇ
Ｒ
『
Ｒ
壇
Ｖ
Ｏ
『
寒
ば

、ぺ
Ｓ
ミ
や

。と
や

［０
弾
性
］
空
憲
包
ミ
ど
や
そ
ミ
や
０
冬
０

。と
樽

［０
博
性
］
担
ぶ
煮
Ｇ
忌
と
や
る
）
ミ
で
Ｒ
望
尽

Ｏ
Ｈ
の
増

ミ

】内
ｔ
ｏ
い
ｏ
、
と

ｏ
ぁ
ｏ
い
Ｔ
Ｆ
縄
二

ｏ
あ

ヽ
宮
ｇ
雨
，
Ｎ
≡
Ｏ
ｓ
，
の
高
日
の
Ｓ

ヽ
Ｓ

目

馬
博

″
電

ゃ
酔
、
掲

一
Ｆ

魯
嵐

憎

官

Ｆ
旨

〕縄

日
電
待

一
宙

。
〉
峰
や
ギ
ぷ
楔
ミ
で
〉
０
お
余
Ｒ

、せ
■
対
翌
くヽ
抱
対
対
や
０
対
）

Ｇ
蜂
壇
な
さ

。わ
Ｄ
球
や
ぶ
ヤ
Ｇ
ぐ
や
ぐ
つ
　
、担

（軍
ど
、〕

や
楔
Ｇ
つ
や
べ
ぐ
樽
↑
葛
Ｇ
民
や
や
朽

∞
ミ
ヾ
亡
べ

ヽ

日
‐Ｈｉ
ａ
電

‐Ｓ

雨
３
０
あ
卓

ｏ
と

【〓
慎

ュ
想
軌

許
氏

付
日
内
待

日

ミ

せ
ヽ
ロ
ョ
Ｅ
Ｅ
出

掲

冷ヽ、
の
下

馬
と
竜
り
Ｎ
Ｓ
Ｓ

Ｎ
ら
に
日

Ｎ
Ｓ
付
ふ

。余
↑
ヽ
く
ミ
と
対
報
０
対
）
０
冷
勾

【終
ミ
ヤ
Ｇ
ぐ
り
対
と
樽
曇
）
０
封

）
０
対
せ
球

。と
や
る
空
Ｖ
Ｏ
対
壇
Ｖ
Ｏ
『
せ
郎

、壇
ミ
ヤ
Ｇ
ぐ
り
『
楔
０
対
▼
Ｇ
無
望
ミ
日
倖
求
や

骨

代
賢

ミ

・
目

Ｓ

運

電

や
目

抱

自

旨

目

罵

３

事

雪

Ｓ

鳥

３

ｃ
宮

宮
嵐

目

ｏ
＞
畳

鳴

ぁ

ヽ
青

や
ぽ
″
畳

鳴

あ

竜

や
雪

昌

目

ａ
や
Ｏ
ｓ

酔

目

罵

ａ
〓

●
貫

其

β

嵐

潟

中
潟

〕

。
な
へ
と
樽
担
寒
球
担
望
く
や

、Ｇ
つ
楔
０
対
Ｖ
Ｏ
対
Ｇ
や
や
■
増
や
）
Ｑ
峰

、お
樽
仲
樽

。
や
ミ
や
Ｇ
や

る
）
ミ
や
帆

［Ｖ
Ｑ
塙
望
ミ
や
ミ
ミ
］
対
役
翌
鮒ヽ
Ｇ
甲
や
植
終
ミ
や

、剰
増
や
■
弾
や
Ｖ
Ｇ
噴

べ楔
打

へ
へ
ビヽ
ぶ
ミ
ｏ当ぜ
ィゃ、＞
馬≡
０付＞
りＱ卜
り、ゃ
「摂
■
、＞
付≡
Ｏ
Ｏ，
Ｎヨ
０
‐Ｓ、
世写
『】ａ
ミｏ
〕ミふ

ヽ
馬ゃ■
ｏ
】ａ
馬り
や
０
中『ふ
宮
噂
〕
【■
馬宮
Ｎ＞
ＮＦ
Ｏ
Ｏ＞
Ｎ≡
０
‐弱、
世写
付Ｈａ
、ｏ
ｗ、ぁ



―

卜
Ю

Ｉ

ぜ
ぺ
態
ｓ
べ
さ
二
輩
ふ
ミ

ボち

ぎ
ヽ
や
く
約
珊
配
逆

「
金
柄
蠍
Ｇ
副
緯
」

、「
↓Ｇ
や
る
）
０
や

逆
糸
な
ぷ
終
蝉
せ
榔
や
畳
寒
蠍
押
冷
Ｇ
な
く
日

。
や
べ
終
Ｇ
や
楔
Ｄ
照
怠

∞
円

「
の
普
貧
超

罵
品
）

金
柿
蝶

Ｇ
緯
」

ヘズ
の的
ｏョ
留

電
やのＣ

ｓ
榔
蝶

Ｇ
謡
糾
」

（ズ
の的
ｏ点
留

の習
）

０

”
蝶
Ｇ
副
経
」

へ】
と
縄
逆
ユ
ト
イ
ふ
逆
や
小

へ起
）
０
区
選
擦
念
Ｇ
せ
神
Ｇ
目
■
博
的
雨ｚ

。
や
や
球
終
Ｅ
寧
け
畳
田
Ｇ
鳴
榊

、空
）
Ｑ
ヽ
望
せ
榔
０
糸
０

。
や
く
糸
謡
》
０
瑠
ネ

ミ
会
樽
ヘ
ミ
糸
ぶ

へ終
熙
政
Ｇ
鮒
樽
や
ヽ
収
頃
望
ば
や
ミ
牛
る
と
望
喧
せ
当

↑
尽
や
日
日

邸
冬
Ｇ
半
榊
緯

口
一

◇
程
０

（饉
駅

・
Ｓ
蝉

ヽ
）
照
悠
望

回
Ｇ
ｏ
や
Ｇ
や
や
や
区
望
錨
賦
Ｇ
押
櫻
神
学
Ｇ
や
や
■
区
望
母
蝉

へ勺
ミ
ど
楔
Ｑ
代
樽
純
や

絶
鰹
望
軍
維
起
や
日
日

（Ｖ
Ｏ
円
Ｇ
や
Ｇ
ま
本
鳴
耐
畳
朴
騨

ヘペ
長
望
Ｇ
崎
Ｇ
鳴
料
担
や
日

や

。
や
告
螺
や
Ｇ
や
楔
Ｄ
望
照
）
Ｄ
照
念
望

む

‐―

蔦
楔
も
望
引
や
鳴
耐
Ｇ
せ
榊
樋

へ望

巡
幡
Ｇ
樫
く

。
や
べ
や
襲
憾
や
や
鰹
逆
鎖
駅
Ｇ
廻
裡
神
倖
母
蝉

へ連
志
本
な
ミ
日

。
や
べ
や

謎
庁
終

対
日
や
■
照
怠
望

む
‐―

蔦
楔
冬
望
引

つ
く
年
と

（趣
壇
耐
畳
朴
単
Ｇ
せ
榊
腿

。糸

↑
ヽ
拘
や
終
剰
用
牟
と
つ
や
却
昧
判
Ｇ
ｓ
剣
約
　
へ終

朽
相
Ｇ
金

飛
報
ば
牛
や
く
抱
―
ふ
ミ

、
ふ

（
金
べ
や
礁
判
Ｇ
や
「
後
昧
判
楔
頃
》
０
卿
や
―
ふ
ぺ

、
ト

冷
る
剰

「包

刺
日
」
。と

樽
趣
や
Ｇ
時
と
）
０
翠
や
Ｇ
や
樽
ミ
母
昧
判
や
拘
対
終
ミ
や
ミ
や

Ｗ
Ｏ
ポ

ヘ》
Ｑ
く
や
Ｇ
や
程
０
ぷ
照
Ｗ
ば
な
会
喜
Ｇ
金
刺
和
や
昧
判
Ｇ
日

（担
対

「細
」

。
や
ミ
約
は
約
志
対
イ
製
担
Ｇ
包

刺
日
程
ヽ
担
鮒

Ｇ
や

へ終
楔
≡
拠

金
勺
楔
刺
て
鮒

（）
翌
や
恨
陶
Ｇ
せ
駅

卜軽
区
咲
図
学
翌
萩ヽ
雫

へ投
間
Ｇ

蚊
せ
単
埋

へ）
０
円
好
、憩

ョ
抱
包

母
日
担
ミ
や
く
や

。
や
ミ
や
Ｇ
や
る
樽
憑
樽
廼
）

〉
神
）

０
剰
竪
Ｒ

へ
金
や
や
Ｇ
や
樽
隠
側
楔
ミ
約
誤
凶
や
ミ
牛
と

へや
刺
日
や
ぺ
終

つ
導
や
包

対
日

へ連
》
０
剰
ポ
駅
Ｇ
ぐ
判

へ勺
ミ
士
や
く
や
Ｇ
ゆ
る
樽
Ｇ
せ
駅
）
０
母
鮒
や
く
年
と
連
で
糸

昧
判
Ｑ
副
弧

。
や
べ
終
終
ミ
や
く
や
や
べ
や
期

、Ｎ
導
や
ミ
や
鮒

へや
色

円
周
や
べ
ゃ
鮒

。終
↑
ぐ
役
Ｇ
や
ミ
で
ぺ
終
Ｖ
ぃ
ヽ
逆
縦

楔
ヽ
　
へ余
Ｑ
や
ミ
で
尺
終
粂
縦

へ杓
対
や
増
や
剖
終
尽
師
悩
Ｎ
ｅ
で
ぐ

。条
↑
ぐ
役
Ｇ
楔
長
で
求
終
）

０
望
や
ヽ
Ｇ
勾
　
へや

く
り
『
Ｖ
約
。逆

や
ヽ
■
ヽ
く
な
ぺ
終

ア
ミ
楔
禅
べ
］
楔
ミ
憑
ぺ
終
望
↑
ヽ
Ｇ
り

０
り
ヽ

ミ

青

壇

あ

ド

ロ

豊

■

やＥ
の
■

ヨ
み

留
日
週

一
き

自

拐

チ

ｏ
旨

暢

ヽ
■

やこ
の
Ｓ
ヨ
日
置

馬
＞
ｓ
Ｓ
付
円
に
ふ
中
Ｆ
や
ｇ
こ
の
■

〓
材

酔
Ｓ
＞
ｏ

◇
や
０
剖
終
艘
は
つ
逆
剰
用
や
ぺ
終

―

温

―

抱
導
】
ｏ
「
望
包

『
日

へ鞄
円
や
べ
や
鮒

つ
導

Ａ
ｓ
べ
や
期
終
Ｇ
や
や
ｅ
想
ミ

ヘ）
０
や

。
や
べ
つ
句
日
や
く

な
る
駅
終

勺
樽
（温

令
中導
慎
）
撻
隠

へ侭
鰹

へ思
賦

卜尽
態

へ曾
黙
即

へ》
０
母
牌
婦
匝
起

「鮒
」

。
や
お
や
―
匝
『
ミ
や
や
栄
Ｒ
楔
柄
　
卜ｓ

埒
や
よ

金
ミ
Ｏ
Ｅ
や
尺
慕
と
０
円
）
０
や

。楔
０
樽
望
尺
村
報
通
楔
樽
埒
対
や
べ
や
ぎ
鮒
粂
や
日
ミ
ヤ

大型
蛭

ｏ
ｗ

り
ヽ

ミ

■

や
軸

習

や
Ｓ

Ｓ

Ｘ

雪

∞
の
‐

や
Ｓ

鷺

日

滝

弓

１
電

の

Ｓ

沼

一
円
Ｆ

内

Ｓ

Ｓ

ヽ
嘔

付
Ｅ

翌

聟

電

の

Ｓ

Ｇ
旨

暢

■

穏

３

ヨ
日

Ｇ
？

虫

ば

ミ
と

言

ふ

。
や
や
や
行
き
Ｇ
い
愚
や
樽
に
と
率
Ｇ
楔
神
代
空
句
　
ヘニ

や
連
Ｑ
や
や
と
）
０
博
や

（）

０
料
恵
）
）
Ｇ
ミ
望
本
皿
卓
や

。段
Ｇ
や
望
ぺ
Ｎ
報
処
楔
や
ミ
対
や
ミ
や
里
細ヽ
終
や
り
求
や

製ヽ
峰

飛

り
『

ミ

青

【ヨ
温
島

や
鷺

穏

Ｆ

週

≡

り
沼

や
紹

宮

ｏ
出
罵

や
Ｓ

の
青

烏

Ｆ
０

ヽ
母
付
Ｅ

せ

ざ

電
の
Ｓ
Ｇ
津

暢

■

穏

３

ヨ
日

“
？
駄

ば

０
と

青

ふ

（コ
に
空

た
ヽ
十
卜
）
（飛
ヽ
じ

。
な
糸
二
神
担
せ
ば
担
せ
ミ
や

、Ｇ
つ
楔
０
対
）
０
円
Ｇ
や
や
■
博
や
）
９
蜂

へ癒
樽
争
や

。
や
ミ
や
Ｇ
や
る
）
ミ
ミ
順
対
役
ぎ
期
Ｑ
博
や
緯
終
求
や

へ利
用
や
■
博
時
Ｖ
Ｇ
蛭

べ楔
掬

合
じ

。楔
ミ
想
尺
Ｎ

〉
０
円
壇
珊
抱
や
増
や
導

、望
細
ば
）
て
■
抱
対
り
や

ヽ
純
榔
約
　
、［）
Ｇ
ミ
望
］
型
翻ヽ
牌
距
る
選
望
題
判

。
や
地
ヒ
些
求
や
起
き
服
Ｑ
柾
ば

（磐
）
。楔

ミ
約

に
拘
謡
Ｖ
ｏ
ヽ
逆
栄
思
二
樽
照
ポ
粂

（製
蛭
）
利
り
や
０
対
望
や
対
）
Ｑ
蛭
楔
０
冷
日
Ｇ
尽
帥
純

、お

余
や
ぐ
や
朝
終
せ
ば
連
尽
肺
や
Ｏ
で
代

（心
）
。

や
べ
や
期
連
弾
や
よ
学
博
や
楔
ａ
対
で
余
『
せ
熙
対

図
Ｋ

。と
や
０
博
や
や
弾
や
米
空
望

［延
「
］
Ｇ
日

べ年
■
弾
や

［
つ
博
や
］
禅
く
勺
連
）
０
対
せ
ば

ｏ
ｃ
リ
ラ
ミ

一
『
Ｎ
Ｏ
日

の
的
Ｓ
】
Ｏ
ｓ
ｏ
円
０
リ
ニ
出
の
Ｃ
Ｆ

，
付
ヨ

日
ｏ
ｏ
Ｏ
ミ

リ
ぽ
輸
出
り
，
Ｓ
の
の
的
Ｏ
Ｎ
円
】
一
ミ
０
の
Ｅ
Ｓ
Ｆ
中

の
的
〇
車
の
や
Ｓ
Ｓ
の
ヽ

的
ヽ
円
巧
Ｇ
唱
の
ｓ
Ｅ
Ｔ
の
電
ふ
０
】
Ｏ
●
宮
０
や】
的
】や
き
、
〇
一
一
Ｇ
ミ
】
〇
一
一「
【
宮
ｏ
一
「べＧ
島
こ
日
付
可

懇

リ
ラ

ミ

罵

ゃ
ど

蔦

０

憎

房

り
日

付
日

ｏ
ｏ

の
〓

一

ミ

押

ど

ヽ
ま

や

粗

０

中０
】
や

Ｅ

Ｏ

ｓ
翌

均

ミ
リｓ
ａ
一
ｏ
宮
】
のＦ
，
Ｆ
り世
出
一
付
ａ
の的
ｏ
〕的
一掲
Ｎ
ｏ
Ｏ
屯
ヽ
、
宮
り
ｓ
ａ
ｒ
Ｏ
やり
ｏ
「Ｎ
ｏ
，
電
】
官
ョ
■
の
Ｏ
Ｆ
一

心

畝

ミ
ニ

畳

８
ゃ電

営

の
ｏ
電

鳴
場

畳

ミ

ニ

邑

８
登

冴

ヽ
「
８
ふ
電

鳴
電

働

】

ミ
８
日

電
ヽ

電
電

岳

召
も

母
や

ミ
電
日

鳴
Ｐ

軌
ヽ
■

習
輸

這
遇

塙
】

（ヨ
提
担
た
く
～
卜
）
合
ギ
＞
日
Ｘ
）
ガ
↓
や
０
弾
や
つ
）
０
対
Ｇ
つ
神
冷
ヽ
Ｃ
勺
　
、楔

相
つ

（Ｎ
）

Ｑ
や
と
や
や
鮒

へ尺
Ｓ
求
や

へな
く
る
や
０
博
持
つ
Ｇ
つ
神
や
ヽ
Ｇ
勺
　
、担

（弾
）
Ｇ
や
や
０
対

逆
つ
対
や
る
や
な
蛭

　
（曽
‐と
も
Ｃ
蛍
じ

ガ
う
や
な
や
会
些
望
卿
子
連
く
や

、ｓ
や
や
Ｇ
つ
楔
ミ
糸

枢
せ
悪
）
Ｇ
ミ
連

（里
朝ヽ
）
求
や

。無
営
空
ミ
や
ミ
ミ
対
役

（里
鮒ヽ
）
句
日
や
べ
や
鮒
や
ミ
や

、製
墜

。
衆
く

ヽ
母

「鮒
」

や
い
増

Ｇ

対
日

へＧ

や
Ｇ
昧
判

へと
や
０
博

や
起
》
Ｄ

『
冬
球
Ｇ
窓
く

（
ｓ
ぐ
望
軽
区
選
煮
翠
連
と

や
べ
懸
題
熙
国

（ミ
謎

抱
蚊
せ
熙
理

へ牛
「

〉
い
０
ぷ
照

）

Ｇ
ヽ
望
包

母
日
廼

目
↓
博
的
時
ｚ

ｏ
や
後

項
終
蛛
判

Ｇ

金
母
約

へ望
ぐ

日
赳
楔
０
鋼
製

や
る

な
ミ
起
Ｇ
ぐ
判

樽

↑
ヽ
報

拘
）
眠
引
本
　
　
味
判
Ｇ

ｒ
判
拘
―
―
削

口ｏ

。■
榔
０
姓
ギ
望
Ｒ
と
や
料
Ｇ
日
楔
０
冷
や

、と
や
０
弾
性

［壇
Ｒ
Ｇ
や

、せ
↑
ヽ
Ｇ
］

冬
駅
Ｑ
喫
Ｇ
営

、［倖
］
い
Ｋ
や
■
ｓ
楔
Ｇ
糸
騨
金
楔
ｏ
糸
側

、金
楔
ｏ
増
や
軍
慈

金
楔
０
べ
や
く
粟

や
さ
く
ヽ
費
【弱ｓ
や

評
、二

週
増

将
日
母
０
ヽ
電
冒
掲
ど
鳴
―
＆
潟
電
て観
胃
場



―

秘

―

日

本や
よ
‐
や
■
嚇
緯

剣
煤
朴
翌
）
０
選
竪
や
尉
緯
Ｇ
皿
悪

、０
州
響
や
単
車
Ｇ
鮒

へ楔
相

。
や
ミ
憲
る
絵
糸

↑
終
時
増
や
や
思

金
溝
連
と
や
ミ

（刺
日
程
Ｇ
飛
や
相
れ

榔
約
終
々
区
学

き
ま
Ｇ
弱ョ
博
的
向ｚ

ギ
↓
憑
糸
ぐ
電
役
く
ｍ
望
翌
増ヽ
蕊
報
０

↑
日

。余

↑
ぐ
役
と
導
起
や
Ｇ

や
ぺ
と
対
や
ミ
代
怠
望
Ｇ
∞
〉
約
ス
通
Ｅ
寧
Ｇ
唱
せ

へ望
↑
ヽ
報
０
無
怠

∞
や
せ
榔
槌
逆
く

枢

、０
衆
楔

。
楔
Ｇ
余
樽
純
や
離
摺
些
ポ
思
Ｇ
や
ヽ
せ
ぺ
る
円
卿
思
Ｇ
単
政

Ａ
ｓ
母
】
０
瑠

ネ
逆
還
く
馨

や
Ｗ
る
堀
望
ミ
牛
≡

へ連
単
喪
畳
朴
綿
や
ミ
余
謡
望
せ
榊
楔
０
絶
鰹
ゃ
日
日

。
や
ミ
や
対
日
↑
と
円
≡
神
ぺ
る
起
刺
せ
憩
は
十
や
Ｗ
Ｓ
代
空
ゃ

せ
蝶
隠
寒
Ｇ
】
０
対
せ
賦

へ連
鳴
耐
や
■
区
望
熙
醇
、Ｇ

珊
や
や
樽
■

。曾
ゃ
ミ
や
な
冬

〉
と

Ｖ
ミ
約
熊
翠
逆
艦
緯
Ｇ

〉
ぶ
Ｇ
巡
担
単
陣
、Ｇ

期
望
牟
ヽ
Ｇ
景
唖

ふ０
や
ミ
憑
ぺ
Ｎ
よ
十
や
母

日
せ
て
瑠
抱
単
車
Ｇ
さ
Ｖ
Ｏ
縦
媒
逆
”ョ
博
的
唖ｚ
終
尽
＜
Ｇ
ゼ
巡

。≡
樽
連
や
対
日
↑
る
母

へや
べ
や
せ
賦
包
ミ
≡
）
ミ
糸
謡
終
悪
政
Ｇ
鮒

へや
０
年
寒
壇
剰
日
Ｇ
日

（Ｄ
役
楔

。Ｇ
↑
ぐ

ぐ
や
Ｇ
や
小
に
抱
『
日
や
や
ｓ
神
円
黒
鷲
Ｇ
い
―
維
難
無
Ｇ
鳴
耐
還
朴
紳
や
■
区
望
単
臣
、Ｇ

鮒

（）
０
蟹
望
菫
軍
Ｇ
型
母ヽ
弧
Ｇ
せ
榊
Ｇ
翌
Ｇ
目
Ｆ
博
的
唖Ｚ

ギ
一好
、Ｇ

日

。
楔
約
や
篠
響
終

母
日
や
ミ
楽
謡
終
悪
臣
、Ｇ

鮒
樽
牟
ヽ
投
０
離
摺
逆
ば

へや
逆
せ
榊
Ｇ
ミ
牛
る

（後
程
０
嬉
怠

や
旧
喜
畳
朴
部
や
く
終
謡
望
せ
鞭
Ｇ
旨
や
ミ
な
Ｃ
稚

刺
せ
賦
Ｇ
『ョ
博
的
時Ｚ

ギ

やヽ
樫
く

ｅ
　
円
　
ヽ

コ
寸

。
や
増
や
隠
塩
維
授
埋

ヘミ
な
く
終
牌
蚊
樽
↑
ヽ
せ
終
樽
Ｇ
望

熙
車
Ｇ
ゼ
巡

へ岱
勺
や
置
ゃ罵
潟
為
ａ
学
嵐
Ｓ
崎鳴
罵
日
馬
弓

担
望
く

へ楔
柿

。
≡
軽
き
ま
好
、

Ｇ
日

（
ｓ
べ
や
Ｇ
や
や
畳
答
ば
や
ミ
な
と
蚊
望
戦
ギ
Ｇ
や
や
導
起
係
濃

〔終
や
べ
や
畳
朴
鞭

連
望
還
ぐ
Ｅ
起
綜
鯉
猥
ミ
日

。
や
ミ
楽
謡
終
熙
政
Ｇ
鞘
望
く
骨
望
駈
鯉

へ灼
樽
や
ミ
約
蚊
ぶ

終
寧
拭
楔
”

へ０
翌
ば
や
理
―
終
斗
よ

へ
金
樽
球
母
せ
榔
Ｇ
研
経
時
ミ
容
告
基
金
軽
終
興
州

Ｇ
Ｇ
Ｉ
Ｗ
Ｇ
楔
ミ
望
理
慈
鰹

へ連
や
謡
榔
逆
撃

。
る
蕊
終
唱
せ
る
蝦
還
邸
拭

へ起
や
撃
榊
畳

朴
紳

。
牟
ヽ
べ
る
剣
■
樽
や
鱒
萩
担
神
恒

ふ尺
と
円
０
く
雑
Ｇ
て
盤
球
空
申
∽
包
く
■
却
役

金
く
雑
Ｇ
て
貯
経
終

単
，
卜尺

Ｓ
く
や

。
と
樽
へ
粂
鳴
耐
畳
朴
紳
逆
番
目
趣
や
『
∽
望
韓

（ミ

ミ
稲
終

〉
ミ
望
鎖
駅
Ｇ
廻
櫻
神
つ
金
ヽ
単
政
Ｇ
鮒
起
）
０
円
卿
中
耐
役
程

。
や
べ
や
加
珊
終

ば
牌

０
べ
や
勺
樽
齢
報
Ｇ
蕪
留

（
〉
蕊
終
嘔
せ
る
蕊
Ｇ
州
瑠
耐
畳
部
拭

へ連
や
せ
榊
置
蟹
駅

。
や
ぺ
≡
『
忘
寧
ゃ
く
や
匝
終
翌
寒
賦
連
憑
ミ
日

へ
０
ボ
ゃ
Ｑ
や
≡
樽
ミ
で
く
趣
望
せ
榊
Ｇ
翠

Ｇ
『目
博
的
Ｎｚ

へ担
曾
鳴
耐
や
貧
離
や

「案
承
認
」
学
曾
牌
Ｇ

「
薫
根
窓
邸
媒
雫
皿
」
や
ミ

約
延
喋
】
０
『
枢
皿

、望
控

。
や
ミ
約
眠
醸
終
緯
維
楔
０
日
遵

へ楔
Ｇ
蒔
逆
怜
刈
連
と
や
べ

―

鶴

―

へ楔
０
蚊
語
や
副
緯
Ｇ
昨
雫
担
や
き
，Ｇ
巡
幡

〔ぺ
と
母
〉
る
】
Ｑ
榔
想
終
≡
ぐ
眠
Ｇ
研
緯
望

聖
Ｇ
単
，
ざ
二
毬

ぜ
ミ

ギ
↓や
せ
榊
Ｇ
↓
緯

。
〉
料
）
冬
Ｎ
遵
鉾
Ｇ
対
句
照
怠

へ遭
尽

。
や
ぺ
る
周
時
と
）
０
や
や
や
飛
伸
米
悟
Ｇ
や
連
と
や
べ

へＥ
寧
畳
錨
駅

へさ
余
刺

日
や
く
杓
駅
嶋
終
腿
楔
ｏ
と
円

「基
盤
」

↓
黙
即
」

「
縦
媒
」
）
Ｑ
や
ゼ
型

「鮒
」

へ
金
０

ば

ｓ
＜
色
０
包
０
後
尽
照
樽
畳
割
ぐ
慕
ｋ
約
樽
塾
干
Ｇ
陣
榊

へ連
く
倖
車
埋

、灼
ミ
ど
や
べ

や
や
母
終
瑠
耐
還
朴
紳

〉
穏
や
期
起
斡
【

、製
ヽ

ｏ
楔
０
悪
ぶ
逆
せ
榊
Ｇ
貯
経

へぐ
楔
や
く

約
悪
い
終

金
ミ
題
Ｇ
代
な
Ｅ
Ｇ
対
壌
朴
副
緯

卜で
終
剣
日
谷
や
拘
や
ば
岬
望
柘
緯
綻
や
樽
容

楽
釈

∞
終
含
寒
細
軽

ｏ
望
↑
ヽ
せ
て
壇
終

母
沼
『
日
母】

が
デ
♪
導
起
軽
Ｇ
神
経
孜
連
望
で
一

夢
工
場

へ電

ぢ
く
、寧

■
報

へき
ドヽミ

ギ
ヽ
、い茸

¨
せ
榊
置
朴
榔

申
り
ヾ
照
ぢ
的
中
せ
神
畳
醤
駅

単
二
控

ぜミ

【畝

ぜ
ミ

”
せ
榊
Ｇ
貯
緯

。求
も
枢
Ｎ
照
念
遭
牟
ヽ
Ｇ
く

、終
や
べ
つ
Ｇ
や
る
樽
や
べ
ぐ
終

拘
志
窯
空
遭
■
Ｇ
噌
せ
当

。
や
く
約
塞
喋
終
壇
耐
還
朴
榔
楔
る

則
望
四
や
や
博
や
Ｇ
神
経
貿
後
と
樽
起
や
ど
や
や
小
↓
緯
望
錬

。せ
榊
樽
畳
朴
類
や
ホ

刺
堅
州
や
利
用
〉
穏
や
憩
車
Ｇ
鮒

へや
Ｇ
や
る
樽
ミ
約
懸
念
遭
Ｇ
ＩＩ
Ｇ
料

¨
せ
帥
ｇ
朴
細

。せ
榊
樽
盟
磐
駅
謡
ｋ
や
ミ
楽
謡
望
や
〓

終
醤
駅
Ｑ
鯛
櫻
神
は
く

へ灼
ミ
ど
や
べ
や
壇
耐
畳
朴
鞭

〉
謡
抱
単
臣
、Ｇ

期

中
せ
榊
ｇ
醤
駅

。
や
く
く
遭
ミ
日
Ｎ
Ｇ
や
や
鳴
終

（蝉
連
楔
柿
理
）
包

剣
日
や
ヽ

望
神
経
女
）
０
母
憲
Ｋ

。せ
榊
や
ぺ
終
冬

↑
終

金
ミ
巫
Ｇ
円
県
朴
割
緯
起
と
や
く

、せ

求
や
峰
終
研
緯
Ｇ
刺
県
朴
副
緯
倖
押
楔
神
緯
博
性
Ｇ
煮
電
慕
導
Ｇ
士
珊

”
Ｇ
せ
榊
Ｇ
柿
縮

。
〉
報
）
０
捕
製
望
牟
ヽ
Ｇ
ぷ

へ】
州
望
ぷ
Ｎ
照
念
Ｇ
い

∞
樽
楔
様

へ憑
余
る
岬
Ｇ
ぐ
起

〉
樽
趣
や
る
岬
Ｇ
引
招
撲

（Ｗ
Ｏ
理
や
や
対
日
程
０
牟
日

。
や
ぺ
と
円
Ｇ
や
る
用
望
ぐ
Ｅ
Ｇ

「
金
柏
蝶
Ｇ
謡
榔
」
起
Ｇ
つ
串
還

朴
紳
Ｇ
神
巡

。
や
く
ヽ
価
終
０
∞
Ｇ
母
Ｇ
つ
楔
“
鳴
や
熙
喪
畳
朴
榔

〉
樽
起
や
ど
や
や
■
緯

女
望
控

へ剣
Ｇ
や
楔
０
対
や
〓
抱
貯
緯
連
逆

「
金
柄
蝶
Ｇ
副
緯
」
楔
相

。
や
く
や
Ｇ
つ
樽
置

朴
榔
望
妊
体

（
〉
謡
抱
熙
車
Ｇ
鮒
包
ミ
冬
里
畳
ぐ
Ｅ

へ終
や
べ
や
滞
榔
連
引
信
撲
担

「
さ
ヽ

蝶
Ｇ
綜
継
」

ゴ

役
楔

。
↑
ヽ
ミ

お
】
珊
終

『
り
く
斡
へり

特
望

「
ｓ
榔
蠍
Ｇ
緯
」

へ終

も
ヽ
、お

、電

へく

へ電

、も

望

ご

柏
蝶
Ｇ
綜
榊
」

ぐ

ミ
さＳ
ヽ
へ当

ヽ

へ輩

（螢

へ資

貰
民

へ協

ご
ミ

里

「
金
桁
蝶
Ｇ
尉
緯
」

へ母
せ
も
）
０
掴
誉
点

や
せ
榊
樋
Ｇ
や
樫
く
）
と
蚊
や
照
念
∞
Ｇ
日

。
３
や
べ
や
Ｇ

ｏ
楔
ぺ
長
や

ぐ
庁余

民
略
望
な
く
日
担
る
や
べ

へＯ

ｎ
Ｑ



―

「
ｃ

ｌ

りヽ

ヾ
寸
へ鳥

へ∞
へ
∽ミ

ヾ
Ｈ
ざ

で
く

ヾ
【
‐目

吉
中
【
ミ
噌

ヾ
困
‥」
じ
【
蛍
ミ

翌̈

Ｇ
や

。
時
と

）
ミ

な
卜
いヽ

型

田

対

「翌

Ｎ
」
終

池
冬

程
０
だ
終

（母
Ｇ
浄
ｓ
や増
一
重
β
じ

「
Ｇ

や
約
イ

や
ミ

な
牌
」

（「
やヽ

時
日

寅ヽ

遵
ド

（骨

命
ヘト

　
、０
（＝
りの
一
、Ｏ

Ｈ　
べＯ

　
、ヘ

リヽ

トト
崎
のく

、や
べ
‐
ｏ
【
、ｏ

Ｈ
で
く

、高
き
、ヾ
こ
ミ

、∞
鳴
り
、ｃ

ｏ
‐
寸
０
へ寺

〇
‥＞
自
、ｏ

ｏ
占
ミ
噌

、へ
【
り
的

、∞
∞
百
へ
仰
内
、い

いマ
，

へ熱

ヽ
二

ぎ

、や

、３

、事

百

惣
Ц
呂

、骨
白
も
■
ヽ
‐申Ｆ
ｘ

ギ

ロ

Ｍ
さ
ｆ

逆
煮

本

Ｇ

や
や
告

組

望
く

　

（
ｏ

ｏ「

さ
Ｈ
苺
Ｈ卜

器

ｄ
ａ
、Ｐ

骨

、回

棋ヽ
ト
ヘ
ト
』
べ「単

酪
、判

く
Ｇ
や
―
遭
押
」
（鯉
骨
）

―
喪
ヨ
蝉

”Ｎ
緯
卿
駆

∞
Ｈ
、母

杏
由

市
卜
占
民
営
ぺ斜

洋
呂
Ｘ
障
ミ

【悪
舶
Ｇ
て
様
ポ
Ｇ
べ

本
体

（
∞

。
や
ミ
糸
謡
望
∞
ミ
ざ
ざ【終
剣
日
↑
二
『
や
べ
や
Ｑ
や
Ｑ
基
終
昧
「
Ｇ
包
句

り
　

、楔

柿
　
ｏ

ぶ

法
■

べ
り
ヽ

百
崎

づ
０

ド
や
占

ヽ
噌

ボ
寸
の
特

ギ
僻
＞
Ｘ
Ｘ

お
ギ
＞
ｇ
受
中
（Ｈ

出

づ
ギ
【呂
拓
丙

ぶ
【

吉
＝

づ
工
置
呂
ｘ
ギ
ｘ
貿

ぶ
び
、置

】Ｆ
ｘ
、〓

ｘ
ギ
ロ

ヘ唆

も母
■

ｃ
や
や
く
な
く
そ
会
ミ
牛
と
牌
に

（
ト

Ｈ
【
のい【
、ゆ

〇　
へい

い
‐
「い
はぐ，　
へ寸

〇　
、∞

崎　
ヘト

崎　
、べ

い　
、〇

い　
、Ｃ

∞
へ崎

∞
一ヽ
さ
　
”』Ｙ

Ｄ
対
Ｇ
や
や
■
歴
逆
弱
貨

句
包

対
り

、ヨ
Ｇ
や

。
や
ミ
さ
く
や
望
熙
Ｈ
増
り
空
牌

↑
と
剰

「
く
Ｇ
Ｎ
」

だ
さ
糸
］
と
神
担

対
日
や
「
約
料
ば
や

［Ｒ
翌
］
樽
州
侭
く
終

［代
―
］
神
料
侭
く

。と
や
つ
や
Ｇ
や
■
州
侭

［姿

と
問
］
憑
余
と
田

［楔
村
］
ポ
↓
や
担
や
Ｇ
や
■
州
慎
や
せ
皿
ミ
や

、Ｖ
ｏ
増
や
Ｇ
や
■
料
侭
終

Ｇ
や
や
ミ
な
ど
い
遵
錬
で
余
遵
や

、冨

料
侭
］
終

（遵
撃
）
Ｒ
翌
想
余
Ｇ
つ
や
ミ
な
ど
得
遵
や

ヽ
べ
∽
り
ヽ
塙
日
一
０ふ
０
一ョ思
冴
一
ョぃ働
ミ日
Ｏ
Ｆ
品

田Ｅ
ヽ
ｏ
あ
０
こ
酌
”日
≡
ミふ
■
の母
宮
Ｆ
Ｆ
超
Ｆ
Ｓ一
ａ

ミ
増
ギ輸
付日
■
Ｓ
粕
ａ
Ｏ
Ｅ
駒
穏
輸
●
ｓ●
を
日
ミ
の母
一
帽
宮
電●
留
日
０毎
Ｎ的
の母
ば
酌
ｇ
出
】
日

だ
な
糸
］
や
べ
や
鮒
終
せ
ば

、や
０
区
対
獣
理

、空
尽
師
や
Ｓ
で
べ
や
ミ
約
ぷ
照

。
と

や
や
宙
謂
一Ｇ
つ
↑
と
対
ぷ
照

、お
糸
役
Ｇ
と
や
担
ギ
球
０
余
ギ
皿

（
〉
樽
担
ポ
難

へ
〉
や
起
電
皿

べ
り
の
ヽ

増
Ｐ
り
這
Ｎ
Ｏ
唱
出

て
輸

日
ヨ

ｏ
ａ
り
ｏ
■
一
ミ

の
≡
ョ
Ｈ
を
日

嘱
増

り
ヽ
Ｐ

呂
増

付
卜
日

『
卜
一
一
ｏ
官
一

ミ

Ｏ
①
自
「
≡
付
へ

Ｑヽ
的
へ
『
Ｏ
官
０

の
ｓ
ａ

宮
「
Ｈ

一
ｏ
Ｆ
一
的
電
円
０

ミ

●
付
０

的
ミ
一
０

宮
「
日

円
ｏ
日

的
口
０
一

一
０
日
常
的
雨
円
０

。
や
べ
や
Ｇ
つ
Ｇ
ｓ
会
包
ば
や

［ド
迎
］
で
代
役

。糸

［
↑
ぐ
代
］
終
撲
劇
）
０

↑
勾
逆
Ｇ
と
神
終
服
隠
樋

。
や
代
や
Ｇ
や
Ｇ
金
余
包
ポ
起
鮒
蝉
憑
く
と
や
れ
■
望
弾
性
米
迪
さ
劇

Ｏ
ｏ
占

ミ
噌

ミ

車
母
ミ
ト
ａ
ｃ
日
Ｓ
鳴
出
囀
日
も
一一潟
宮
計
国
ａ
再
】
ｏ
やヨ
】
雨
Ｅ
＞
泊
Ｓ
，
Ｓ

ヽ
こ
罵
増

出
馬
日
も
日
眉

計
暢
雨
穏

穏

二
付
出
囀
日
、

十
島

●
一
揮
め鷺

。
電

。
や
ミ
終
増
耐
樽
↑
ヽ
求
さ
つ
望
ヽ
　
（
ｏ

お

も

へ
さ

‐
と

ヾ

＝

出

ミ

常

卜
（
緯

「

）

喜

「

Ａ
（
帆

判

）

Ｒ

Ｈ

∽

的

、
翻

ド

Ｈ

串

■

崎

資

ぶ
ゆ

お
べ
ヽ
ぐ
庁
、ｏ

ｏ

吉

の
り

ｄ
∞

づ
Ｈ

、や
＞
じ
貿
一
ヾ
甲
目
＞
Ｘ

鷺
Ｎ
ヽ
塙

ヽ
Ｇ

や

や

〉
Ｖ

や

″
宇
腿

Ｑ

付
閑
潟

為

卜
′

（
Ю

。
や
ミ
で
く
終
牌

↑
と

対

田
凸

鷺

占

Ｓ

と

や

■

珊

雫

望

国
指

で
Ｅ
雨
♂

さ
浄

目

的ぱ

壇

と

や

ミ

Ｓ

豊

３
電
ぜ

担

望

樹

ヾ
い

、ヽ

単

一

（
ヾ

６
ド
寒

畳

ド
ｃ
へ『
―
ホ
″
甲
朴
慕
導
』
「
平
ギ
∧
維

指
蝉
＝
牌
順
∨
や
ど
鳴
望
熙
障
、牌

―――十日
生
卜
ヽ
」
８
８
じ

押
ぷ
帝
ヽ

ヾ
甲
ミ

ュ
ａ
卜骨

∞
、『思

さ
慕
ｋ
』

「
駅
順
句
鮒
」
８
８
じ

罫
機
脹

”や
べ
つ
樫
緯
や
や
ヽ
Ｇ
ヽ
担
）
と
Ｇ
望
蕊
賠
帆
Ｇ
昌
Ｆ
博
的
雨ｚ

（
∞

。と
楔
拘
縄
）
０
印
軽
担
製
歴
Ｇ
り
　
、）

０
１
翠
逆
対
日

や
■
耐
照
や
舘
牌
壇
ｋ
牌

べ
ｓ
ぐ
つ
と
０
黒
探
Ｇ
剰
ぺ
と
ヽ
ふ
Ｇ
せ
榊
Ｇ
Ｐ

が
や
企
へ
樹
∞
あ
＝
謎
∞

＆

Ｇ
ｏｏぺ
）
樫
零
）
楔
０
世
拭

抱
剰
日
や
■
耐
照

句
青
増
早

Ｖ
Ｇ
糸
壇
神
珊

。
や
ミ
終

怠
句

（曽
担
ポ
廷
棋
）
合
罵
も
の
‐】Ｏ】
営
あ

０

点
ミΣ

【
↓

Ｇ
維

８
【
隔
艘
Ｇ
牌
ヽ
ト
ト
ト
）
母
電
母
‐

、↑
ｏど
ｏ＞
　
中
、ｏ棋

石
Ｏ
　
Ｏ
　
、や

ゃｏ宮
ｏ的
付】Ｏ
　
〇
一●
ｓ
Ｇ【ｏ中
　
』
、的
的
ｏＦ宮
ゃ】遺
属
ｏ
の
　
∩
、Ｓ
のり，
ｏ偽
ｏ
】
鳴
＞
ＧＨ

増

ｅ

の
向
堂
寝

ギ

（
硝

三

ト

ゴ
ゃ
選

嗚

Σ

占

輸
ｓ
Ｓ

ｏ

】

輸
８

～
増

卜

も

青

増

運

‐
担

映

牌

Ｇ

巡

Ｇ

や

〇
〇
　
―

。
ゃ
べ
４
神

↑
尽
）
０
円
慈
巡
抱
ミ
日
や
望
神
思
さ
Ｇ
ゼ
ぷ

。
や
■
悪
‐――ＩＥ
や

（へ
Ｂ

ｄ
ボ
ヘ寒
ミ
ミ

『ヽ

リ
ミ
ｓべ
〇
　
ギ
】中】
畳
母

一
Ｆ
電
Ｏ

ｏ
ｐ

●
こ

の
ヽ
出
の
時
も
母
将

日
嵐

卓
）的
呂

弱
中

】

谷
ｏ
ｏ
じ

　

卜

　
」

、即
も
～

ｏ
ｏ
　
“　

Ｎヽ

ボ
ミ

ミ

ミ
Ｅ
ミ
ミ
コ
ミ
く
し

さ
慈
巡
Ｇ
母
ｔ
買

く
Ｇ
帥
く
壇
Ｖ
Ｏ
対
ミ
榊
Ｇ
恵
■
連
や
用
や

、終
や
■
紳
恵

伸

せ

榊

槌

Ｇ

弱
目

博

的
囀
ｚ

）

と

報

望

ペ
ベ

冬

ミ
終

巡

ミ

ミ
ミ

ミ

§

厨

「
岳

出
ミ

も

罵

ｏ

包

尺

尽

ヘミ

や

政

対

ミ
ニ
や
空
や
剖
榔
終
Ｇ
卜
に
や
さ
窓
鰹

、く日
本
ホ
翠
抱
せ
細
唱
せ
く
や
ミ
ユ
や
ふ
Ｇ
日
Ｑ
母
竜
囀ギ
粂

来
牌

。ぷ
く
処
ミ
と
ヽ
ふ
Ｇ
栄
く

、Ｇ
Ｈ
需
汽
困
嵩

ｄ
ａ
、ミ

ベ『朴
慕
導
』
（「

ふ
〔
―
く
べ
本
体
却
ヽ

邸
■
∧
採
黒
∨
」
Ｇ
器
じ

審
機
は
）
ミ
約
裏
翠
対
Ｇ
や
喫
ぐ
や
ミ
空
営
望
ギ
ポ
担
ぺ
た
ヽ
ふ
Ｇ
り

（
Ｑ

。楔
０
絶
怒
や

（朴
く
持
ｋ

、Ｘ
経
「
型
）
『型
さヽ
賦
Ｇ
せ
榊

樋
―
小
ヽ
ヘ
ペ
ー
ヘ
！
ふ
句
電島
あ
≡
やδ
宍
８
照
）樫
雫
望
や
■
連
）
０
題
望
迎
母ヽ
弧
Ｑ
で
ミ
用

（
「網

。
ゃ
く

ヽ
馴
終
統
窯
郎
ギ
や
や
な
約
Ｇ
対
灼
樽
謡

迎
―ヽ――
や
単
亜
領
栄
思

へ倖
駅
贈
楔
い
る
円
せ

じヽ
せ
ペ
ミ
ミ
ミ
『
倖

せ
ぺ
態
ミ
ｏ慰
ミ
ベ
ベ
き
ば

廼
里
置
冬

味

。
今
ぐ
ミ
や
隠
穏
終
郎

選

Ｇ

母
単

車
Ｇ
察
時
騨

Ｑ
）
ど
く

望
壌
朴
綻

彗

せ
糸

冒
〓
堀
Ｎｚ

ギ
↓）
０
巫
望
せ
榊
畳
朴
紳

。
や
べ
や
く
用
用
と
難
き
ま

つ
金
や
楽
ミ

Ｇ
刺
母
蝉
村
最
Ｇ
導
里
忘
宣

ふ勺
樽

「炊
州
単
」

へ「択
卿
難
」
Ｇ
理
ミ
Ｈ
無

お

け

「堅
く
」

Ｇ
理
盟

へ規
無

の
特

や
ミ

容
冬
望
糸
牛
や

（程
ヽ

。
や
ミ

榔
馴
染
邸
ポ
Ｇ

円
勺
樽

『維
鍬

郎
ば
蝉
十
』

ギ

やヽ
せ
榊
畳
館
球

。３
や
ミ

柏
馴
望
な
約
終
盛
拭
Ｇ
刺
せ
榊
Ｇ
軽
延
朴
尉
緯

、Ｑ
Ｏ
趣
や
一ミ
Ｓ
ｓ
Ｓ
宮

け

『緯
や
竪
Ｒ
』

ギ

やヽ
せ
鞭
Ｇ
研
緯

へ起
）
０
用
製
誰
Ｇ
巡
ぐ

。
や
べ
や

隠
側

や
ぷ
醸
Ｇ
好
、Ｇ

日

（余
Ｇ
や
や
嗽
終
神
神

や
句
ミ
ヤ

ヘミ
Ｇ
や
ぺ
る
句
瑠
熙
Ｇ
単
臣
、Ｇ

ぷ
趣
想
求
や

（ミ
約
ｍ
担
連
円
日
や
ミ
な
も
そ
牌
駅
樽
牟
「
せ
粂
樽
い
望
単
政
Ｇ
ゼ
ぷ
連
望

ミ
樽

へ余
鯉
や
く
ミ
濡
終
憩
政
Ｇ
鮒
望
冬
将
望
雑
鯉

へ連
や
棒
榔
望
難

、や
）
る
報
望
苺
榊

畳
朴
鞭
楔
柏

。
↑
ぐ
樽
望
Ｇ
や
楔
０
岬

つ
ぷ
尽
＜
起
や
無
採
求
や

へ糸
Ｇ
や
く
な
Ｑ
雁

円
Ｇ

や
Ｇ

習
８
島
雨ｚ
終
や
ヽ
日
勺

（で
終

利
用
や
ぐ
終
Ｇ
や
楔
ぐ
組
Ｎ
Ｅ
寧
Ｇ
求
や
ミ
ヤ
）
ミ

選

な
検
旧
喜
畳
朴
紳
Ｇ
】
ミ

望
つ
対
　
へ担

や
せ
榊
母
醤
球

円
せ
榊
Ｇ
↓
緯

へ拘
母
報
冬
Ｗ

Ｏ
対
期
轍

や
障
ミ

や
ミ

約
軍
球
饗
終
せ
弧

へ役
楔

。
足
Ｇ
ミ
樽
拘
や
起
円
日
や
■
揮
翌
―

即
や
日
日
　
へ終

時
と
）
ミ
約
望
糸
容
ぷ
や
想
さ
や
ば
Ｇ

〉
ぶ
望
や
■
連
対
日
Ｇ
や

。
せ
る
】

ミ

約
想
終
興
歴
く
な
代
樽
Ｓ

や
望
せ
榊
Ｇ
ミ
牛
る

へ連
）
０
区
逆
翌
さヽ
弧
Ｇ
や
国

（Ｒ
Ｉ

。
や
「
な
終
「
急
ミ
壮

や

ぶ
尽
＜
樽
末
嶋

【
冷
る
円
理
型
楔
ぺ
醤

や
や
や
運
廻

母
や
慕
妖

へ望
控
匝
『
や
鳴
や
神
朴
楔

ぺ
醤
黒
採
や
飾
神
と
ぶ

母
経
鼠
樽
眠
肛

（連
れ
約
や
Ｑ
通
や
錨
球
Ｇ
廻
裡
神
や
や
や
照
黙

対



―

毬

―

出
ｏ
、】営

増
占

。
や
べ
つ
里
韓

庁
や
お
や
構
Ｉ
Ｇ
唱
掌
空
ミ
ヤ

ヘ粂
や
■
ヽ
ぷ
く
Ｇ
理
ｃ
担

仰
卜
　
盆
∞

。と
楔
０
ぼ
熙
望
↑
ヽ
Ｇ
日
伸
ポ
照
怠

）
ｏ
４
程
０

。と
神
担
や
Ｇ
や
楔
Ｇ
句
Ｇ
Ｇ
逆
ペ
ー
ミ
Ｑ
朴
翻
緯
や
Ｄ
牛
終

、ｓ
べ
や
Ｇ
や

（留

ヽ

と

へ辞
さ
榊

、『朴
剖
緯

対
経
経
稚

ｏ
慕
導
熊
Ｘ
田
維
』

、「ぷ
ド
Ｇ
維
経
思
慕
導
」
ぐ
∞
ｏ
じ

―

ミ
ヨ
翠
）
「
せ
■
驚
憲

へ０
平
ギ
」
や
帥
朴
副
絹
ｓ
楔
０
投
陶
抱
壁
眠
Ｇ
神
経
弾
性
担
容
ミ
用

べ粂
役

く
営
利

「せ
榊
雷
朴
副
緯
」
や

「せ
榊
Ｇ
研
緯
」
Ｑ
日
空
や
導
亨
導
や
＆

（８
照
）
樫
需
Ｖ
Ｏ
余
　
（ヽ

”
呂
苺

０
畳

ｄ
い
、『朴

慕
導
』
、「製

田
Ｇ
川

へ――
や
０
ぐ
抱
帥
蔦
弾
Ｇ
や
対

『経
墳

禅
蕊
■
置

（盛
骨
）
や
終
く

お
ヽ
あ
ヽ

と
ａ
ヘギ

綿

へ『蒔
導
岳
』

、「Ｖ
る
Ｇ
望

「
０
相
蠍
Ｇ
緯
副
」
Ｇ

Ｇ
Ｋ
Ｇ
ふ
、
か
ミ
ー
ペ
ー
小
や
誉
煮
逆
ユ
小
ぐ
ふ
」
Ｇ
獣
じ

卜
■
ふ

・
ヽ
ヽ
ト
ペ
（

べ壇
〉
０
維
　
（温

。
や
点
で
も
短
０
空
０
つ
逆

『贈
兼
選
邸
キ
く
』
吉
曽

ぶ
崎
へ温

百
∞
、需

ぶ
ダ
資

む
Ｐ
暢
　
（縮

。
や
ミ
約
賦
ぶ
つ
ｓ
ヽ

「細
」
壇
や
ひ
【　
ぐ
∞

∞
りり
、【い　、∞や
、卜や
、∞∞
へ〇

∞
へ０

国
Ａトベ
‐寸
因
、∞

Ｈ　
、い　、や
り守、
べ∞

Ｈ　
、や

＝
で
く

ヾ
べ
づ
い
お
Ｈ
ぐ
Ｈ
、寸

お
り『
お
Ｈ
ｉｃ
Ｈ
ボ
ヾ
き
さ途
ヽ
お
ゆ
貞
の
市
【
ｉｏ
吉
占
Ｈ
び
崎
‐ぺゆ
市
中
‐＝∞占
ヽ
照
ヾ
∞
市
∞

鷺

ゴ

ヘぷ

ゞ

、馬

ギ

‐増

ざ
資

百
【
市
螢

ヾ
控

ぎ

ご

ヾ

ぐ

へ命
Ｈ）
ミ

ご

ゴ

ゴ

ゴ

∽巧
ボ
ボ
由
貿
図
へ縮
‐【Ｆ
【
、料
‥】Ｆ

】
ミ

。
や
く
約
駅
蕊
）
と
報
望
滞
榊
牌
望
錬
担
ぺ
嘗
報
０
や
日

（艦

お
トド
斜

導

畳

（８
照
）
樫
害

お
ギ
ず
＆

ヾ
い
、『謡

導
持
に
』

「
―

や
ど
報
望
ま
朴
篠
饗
峰
冬
鮮
―
緯
電
車
――
英
く
」
含
器
じ

尉
虻
叶

“）
０
駆
望
尽
業
Ｑ
や
　
（斜

。と
０
維
些
ぷ
Ｆ
葛
Ｈ
．＆

、翠
鴬
榊

へ『憩
車
Ｇ
∧
ギ
∨
』
、「ふ
―
卜
答
ミ
～～
句
ギ
皿
や
ど
報
望
ふ
州
〔

ぺ
１
代
―
ふ
」
合
８
じ

審
機
妖
担
Ｖ
Ｏ
忍
望
電
対
Ｓ
，
博
的
馬ｚ

鶴
‐８

と
ａ

、壇
帥
＝
球
い

、『ギ
車

『
揺
皿
』
含
樹
じ

ば
々
■

【拒
棋
撃
ぶ

。
や
ぺ
る
対
報
と
穏
巾

「博
や
恭
Ｇ
ギ
」
空
望
雷
整
哨

、▼

ぺ
柿
恕
抱
謡
冷
る
周

「と
や
や
ギ
終
標
田
」
樽
畳
軽
い
空
目
号
時的囀ｚ

。
や
ミ
余
謡
維

（ギ
車
）
対
日

と
や
０
押
や
廷
Ｖ
Ｏ
『
せ
駅
や
ミ
年
と
や
や
樽
■

へと
や
つ
や
球
誤

（ギ
米
）
〉
や
つ
や
―
匝
終
対
ギ

対
騨
田
や
や
ギ
呂
＞
【
遵
ド

ヘミ
余
謡
終

（電
車
）
剰
日
と
や
０
弾
性
つ
係
望
で
約
　
、（ギ

恭
）
〉
樽
担

や
揺
終
蝶
田
壇
や
翻
占
ヽ
Ｌ

が
ゃ
ゃ
ミ
約
回
弾
０
卿
ネ
対

（ｃ
料
∞
社

樹
∞
畳

ヾ

へら
導
部
岳
号

『朴

慕
導
柿
叔
鰹
岳
』

「
軍
導
や
■
☆
望
経
ギ
難
Ｑ
忘
朴
蕊
導
」
ぐ
嵐
じ

ぷ
円
析
芸
）
謡
底
Ｇ

『翌
雫
ギ

ま
』
毎
尺
尽

【Ｇ
駅
翌
駅
碍
や
ミ
約
対
〉
穏
や

「ギ
恭
」
連
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